
是
を
日
記
と
謂
い
、

非
を
非
と
謂
う
を
、
直
と
日
う

被輔醐棚網鴨緑町伝よみ4品思孟F置き曹頚鴫麗警鱒瞬

正
し
い
こ
と
は
正
し
い
と
い
い
、

ま
ち
が
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
っ
て
い

る
と
い
う
。
こ
れ
が
直
と
い
-
コ
も
の

で
あ
る
(
諸
橋
轍
次
『
中
国
古
典
名

言
集
』
)
。

香
川
県
多
度
津
町
の
小
園
宏
町
長

か
ら
、
私
の
下
水
道
論
に
対
し
ご
厚

k
n
y
h
 

情
に
粧
れ
る
お
手
紙
を
い
た
だ
き
、

恐
縮
し
た
。
こ
の
な
か
に

「私
(
小

園
宏
町
長
)
は
早
く
か
ら
、
国
に
対

し
て
は
下
水
道
事
業
は
環
境
事
業
で

あ
る
と
位
置
づ
け
、
地
方
に
あ
っ
て

は
、
自
然
を
守
り
水
資
源
を
守
る
の

は
下
水
道
で
あ
る
と
、
一
言
い
つ
づ
け

て
き
ま
し
た
」
と
宙
か
れ
て
い
た
。

ま
こ
と
に
卓
見
で
あ
る
と
感
じ
、
心

一

を
打
た
れ
た
。

一
‘

小
園
町
長
か
ら
い
た
だ
い
た
お
手

一

紙
に

[
2
0
0
9年
臼
月
1
日
付
崖

一
経
新
聞

「
正
論
」
の
執
書
・
屋
山

乏3え斌談 森田実
(政治評論家)

(
有
子
)

太
郎
氏
へ
の
濫
見
]
が
同
封
さ
れ
て

い
た
。そ

こ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
た
。

張
市
の
財
政
破
綻
の
原
因
と
し
て
、

下
水
道
債
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

点
に
つ
い
て
反
論
し
た
の
だ
。

小
園
町
長
は
、
夕
張
市
倒
産
の
原

因
に
つ
い
て
(
屋
山
氏
の
下
水
道
債

原
因
論
を
批
判
し
て
)
成
入
と
人
件

費
の
あ
り
方
に
あ
る
と
、
夕
張
市
と

多
度
津
町
を
比
較
し
て
説
明
し
て
い

る。

歳
山
川
人
件
費
げ
憶
7
0
0
0万
円
だ

っ
た
。

2
0
0
4年
の
夕
張
市
の
職

員
数
(
一
般
会
計
)
は

2
7
4
人

(
人
口
1
万
3
0
0
1人
)
、
多
度

津
町
は
職
員
数
1
9
2人
(
人
口
2

万
3
6
1
3人
)
だ
っ
た
。

小
闘
町
長
は
、
夕
張
市
倒
産
の
ま

民
因
は
下
水
道
債
で
は
な
く
、
歳
入

を
大
幅
に
よ
回
る
人
併
貨
に
あ
っ
た

す
。
下
水
道
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な

い
の
で
は
、
(
企
業
の
)
誘
致
は
で

き
ま
せ
ん
」

H

「
下
水
道
事
業
は
、

地
方
に
と

っ
て
は
環
境
事
業
で
す
。
苦
は
、
今

と
異
な
り
、
汚
染
さ
れ
た
水
に
よ
り

向
川
・
地
下
水
な
ど
、
い
ず
れ
も
ひ

ど
い
も
の
で
し
た
」

国
「
当
(
多
度
津
)
町
に
お
い
て
、

下
水
道
事
業
は
環
境
事
業
で
あ
り
、
自
然
と
水
資
源
を
守
る
事
業
で
あ
る

小
園
宏
・
香
川
県
多
度
津
町
長
の
正
論
に
学
ぶ

「
ロ
月
1
日
付
の
貴
方
の
意
見
の

中
で
一
部
誤
解
が
感
じ
ら
れ
る
の

で
、
地
方
で
芋
援
し
な
が
ら
、
町
の

経
営
に
努
力
し
て
い
る
者
と
し
て
嗣

し
ょ
げ
た
い
」

屋
山
太
郎
氏
は
、
聞
紙
「
正
論
」

で
下
水
道
に
否
定
的
昆
解
を
述
べ
て

い
た
。
小
園
多
度
津
町
長
は
、
匡
山

間刊
文
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
タ

2
0
0
4年
度
の
夕
張
市
と
多
度

津
町
の
決
算
を
民
較
し
た
小
国
町
長

の
説
閉
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
夕
張

市
の
歳
入
地
方
税
9
億
7
0
0
0万

円
に
対
し
、
歳
出
人
件
蛮
幻
億
5
0

0
0万
円
で
、
歳
入
を
大
幅
に
上
団

る
人
件
費
支
出
が
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
苅
し
、
多
度
津
町
の
場
合
同
市

歳
入
地
方
税
却
億
2
0
0
0万
円
、

U--つA
F
H

こ
と
を
証
明
し
、
屋
山
氏
の
謬
論

を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
正
論
で
あ

る。
さ
ら
に
小
園
町
長
は
、
多
度
津
町

の
健
全
経
営
の
原
因
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ー

「私
共
(
多
度
津
町
)
の
税
収

が
多
い
の
は
、
過
去
先
人
が
努
力
し
、

企
業
誘
致
の
成
功
に
よ
る
も
の
で

下
水
道
普
及
率
は
お

・
6
%。
約
初

年
、
約
1
0
0憎
円
借
金
が
あ
り
ま

す
'
。
そ
れ
で
も
町
民
は
、
衛
生
酌
な

生
活
が
で
き
、
小
さ
な
河
川
で
も
流

れ
る
水
が
、
昔
よ
り
良
く
な
っ
た
こ

と
で
納
得
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」

N
「
汚
水
整
備
の
進
め
方
は
、
壇

の
指
示
で
な
く
、
自
ら
が
計
画
す
る

も
の
で
、
下
水
道
整
備
区
域
は
町
議

会
の
承
認
を
得
て
計
画
的
に
進
め
て

お
り
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
に

つ
い
て
は
経
済
性
や
効
率
性
を
総
合

的
に
勘
案
し
、
下
水
道
路
備
区
域
外

に
お
い
て
、
町
単
独
補
助
を
つ
り
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

多
度
津
町
の
汚
水
処
理
整
備
状
祝

は
、
。
下
水
道
供
用
開
始
人
口
法
1

万
3
4
9
9人
(
下
水
道
普
及
率
問

・
3
%
)
、
②
合
併
処
理
浄
化
槽
人

口
2
0
7
3人
、
③
汚
水
処
理
人
口

[①
+
②
]
1万
5
5
7
2人

(汚

水
処
理
普
及
率
目
・

3
%
)
で
あ
る
.

小
園
宏
多
度
津
町
長
の
産
経
新
聞

「正
輸
」
屋
山
論
文
批
判
に
は
説
得

力
が
あ
る
。
小
園
町
長
の
「是
は
是
、

非
は
非
」
と
明
言
す
る
真
っ
直
ぐ
な

盗
勢
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
た

い
。
下
水
首
」
事
業
を
自
然
環
境
を
守

る
事
業
と
位
置
づ
け
、
水
資
源
を
守

る
た
め
に
務
力
し
て
い
る
小
国
・
多

度
津
町
政
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
り

ま
す
。

(
低
調
火
曜
日
搭
載
)


